
　８月１０日、愛媛森林管理署は今年から「山の日」が制定されたこと

を記念して、森林整備技術現地検討会を開催しました。

� 【詳細は 2頁】  

開会式において挨拶する愛媛森林管理署　次長
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愛
媛
森
林
管
理
署
で
は
今
年

か
ら
「
山
の
日
」
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
八
月
十

日
に
森
林
整
備
技
術
現
地
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
愛
媛
県

と
高
知
県
の
林
業
事
業
体
及
び

地
方
公
共
団
体
等
、
総
勢
約
二

○
○
名
が
参
加
し
た
こ
の
検
討

会
で
は
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島

町
の
陰
平
山
国
有
林
二
○
○
二

林
班
外
で
行
わ
れ
、
愛
媛
森
林

管
理
署
の
南
予
計
画
区
に
お
け

る
森
林
作
業
道
を
用
い
た
森
林

整
備
箇
所
や
森
林
作
業
道
の
新

工
法
の
検
証
地
の
見
学
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
高
性
能
林
業

機
械
と
路
網
を
組
み
合
わ
せ
て

効
率
的
か
つ
低
コ
ス
ト
に
森
林

整
備
を
行
う
方
法
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
四
国
森

林
管
理
局
で
は
継
続
的
な
利
用

を
目
的
と
し
た
作
業
道
を
平
成

十
二
年
度
か
ら
開
設
し
て
お

り
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
約

二
四
〇
〇
km
、
愛
媛
森
林
管
理

署
で
は
そ
の
約
四
割
に
あ
た
る

約
一
〇
〇
〇
km
の
森
林
作
業
道

を
開
設
し
森
林
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
南
予
計
画
区

で
は
愛
媛
森
林
管
理
署
の
開

設
量
の
約
六
割
に
あ
た
る
約

六
三
〇
km
も
の
森
林
作
業
道
を

開
設
し
積
極
的
に
森
林
整
備
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
南
予
計
画
区
で
は
、

地
形
が
急
傾
斜
で
豪
雨
の
多
い

四
国
地
方
で
の
路
面
流
水
や
雨

滴
衝
撃
等
が
森
林
作
業
道
の
維

持
コ
ス
ト
を
増
加
さ
せ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら

矢
板
を
横
断
溝
の
よ
う
に
用
い

る
「
矢
板
水
切
工
」
に
よ
る
効

率
的
な
排
水
や
、
樹
皮
の
敷
設

に
よ
る
路
面
・
法
面
の
保
護
効

果
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
継
続

的
に
森
林
作
業
道
を
利
用
す
る

た
め
の
技
術
開
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
愛
媛
森
林
管
理
署
の

南
予
計
画
区
に
お
い
て
、
①
森

林
作
業
道
を
用
い
て
団
地
的
に

森
林
整
備
を
実
施
し
た
箇
所
、

②
矢
板
水
切
工
設
置
箇
所
、
③

樹
皮
敷
設
箇
所
を
見
学
す
る
現

地
検
討
会
を
、
国
有
林
職
員
と

民
有
林
関
係
者
で
あ
る
林
業
事

業
体
や
地
方
公
共
団
体
等
の
双

方
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
①
森
林
作
業
道
を
用

い
て
団
地
的
に
森
林
整
備
を
実

施
し
た
箇
所
で
は
、
平
成
十
八

矢
板
水
切
工
設
箇
所

森
林
整
備
を
実
施
し
た
箇
所

 

森
林
整
備
技
術
現
地
検
討
会
を
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉
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年
度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

約
四
百
七
十
二
ha
の
国
有
林
を

約
百
十
二
km
の
森
林
作
業
道
を

用
い
て
森
林
整
備
を
実
施
し
現

地
で
は
こ
れ
ま
で
に
森
林
整
備

を
実
施
し
た
箇
所
や
、
森
林
作

業
道
の
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
等

を
見
学
し
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
森
林
作
業
道
が
と
て
も
丈
夫

に
作
ら
れ
て
お
り
参
考
と
な
る

作
設
方
法
が
見
受
け
ら
れ
た
」

と
い
う
意
見
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
の
②
矢
板
水
切
工
設
置
箇

所
で
は
、
勾
配
が
最
急
勾
配
で

あ
る
一
四
％
に
近
い
森
林
作
業

道
に
お
い
て
、
矢
板
を
横
断
溝

の
よ
う
に
設
置
し
、
そ
の
排
水

効
率
等
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
ト
ラ
等
の
車
高
が
低

い
車
は
バ
ン
パ
ー
や
車
の
底
を

擦
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
安

全
走
行
装
置
を
設
置
し
た
上

で
、
そ
の
走
行
性
を
検
証
し
て

い
ま
す
。
現
地
で
排
水
状
況
を

見
学
し
、
ま
た
実
際
の
走
行
性

を
体
感
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者

か
ら
は
、
「
従
来
の
木
製
横
断

工
に
く
ら
べ
材
料
価
格
が
ほ
ぼ

同
じ
、
排
水
量
が
多
く
掃
除
も

容
易
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
従
来

の
水
切
り
よ
り
も
走
行
し
や
す

い
」
と
い
っ
た
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
の
③
樹
皮
敷
設
箇
所
で

は
、
路
面
と
法
面
に
樹
皮
を
敷

設
し
、
樹
皮
敷
設
に
よ
る
路
面
・

法
面
の
保
護
効
果
を
検
証
し
て

い
ま
す
。
当
該
箇
所
は
今
年
度

か
ら
国
が
所
有
す
る
久
万
土
場

の
樹
皮
を
用
い
て
行
う
樹
皮
敷

設
試
験
の
モ
デ
ル
地
で
あ
り
、

そ
こ
で
有
用
性
が
実
証
で
き
れ

ば
、
国
有
林
が
所
有
す
る
土
場

の
樹
皮
処
理
費
用
を
軽
減
す
る

方
法
の
一
つ
と
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
、

「
樹
皮
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
は
、
国
だ
け
で

な
く
民
間
の
原
木
市
場

で
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
こ
の
樹
皮
敷

設
を
民
間
に
も
波
及
さ

せ
、
連
携
し
て
検
討
を

進
め
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
に
も
、
森
林
作
業
道

を
国
有
林
が
民
有
林
の
境
ま
で

開
設
し
て
い
る
箇
所
を
明
示
す

る
こ
と
で
、
今
後
、
付
近
の
民

有
林
の
森
林
整
備
を
実
施
す
る

際
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
で
は
、

当
署
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
森
林
整
備
や
開
設
し
た
森
林

作
業
道
に
つ
い
て
民
有
林
側
へ

の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
検
証
中
の
工
法
に
つ

い
て
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
有
林
と

民
有
林
双
方
の
林
業
技
術
の
向

上
に
資
す
る
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
愛

媛
森
林
管
理
署
は
今
後
も
こ
の

よ
う
な
場
を
積
極
的
に
設
け
、

国
有
林
か
ら
民
有
林
へ
の
積
極

的
な
情
報
発
信
と
、
民
有
林
と

の
情
報
交
換
等
を
通
じ
た
技
術

力
の
向
上
を
積
極
的
に
行
い
、

林
業
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

樹
皮
敷
設
箇
所
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平
成
二
八
年
七
月
二
六
日
、

高
知
県
香
美
市
物
部
地
区
で
、

平
成
二
八
年
度
第
一
回
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開
催
し
ま

 ｢

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会｣

を
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉

し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
四
国
４
県
か
ら
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
一
四
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た

り
大
山
局
長
か

ら
、
「
実
際
に

治
山
事
業
現
場

や
シ
カ
駆
除
対

策
等
、
国
有
林

や
森
林
に
つ
い

て
の
理
解
が
深

ま
る
勉
強
会
に

な
れ
ば
幸
い
で

あ
り
ま
す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
高
知
中
部

署
管
内
の
ヒ
カ
リ
石
に
あ
る

「
治
山
の
森
」
に
向
か
い
、
そ

こ
で
治
山
工
事
施
行
前
後
の
比

較
写
真
等
に
よ
る
治
山
事
業
の

説
明
と
、
現
地
で
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
国
が
治
山
直

轄
事
業
と
し
て
行
っ
た
ヒ
カ
リ

石
復
旧
工
事
現
場
に
お
い
て
、

施
設
の
概
要
や
必
要
性
等
の
説

明
を
行
い
、
山
腹
工
や
治
山
ダ

ム
工
の
状
況
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
駆
除

対
策
に
つ
い
て
は
、
天
候
が
荒

れ
、
視
界
が
悪
く
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
資
料
に
よ
る
説
明

と
な
り
ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
は
、
各
視
察
箇
所
や
移

動
中
の
説
明
も
大
変
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
お
ら
れ
、
視
察
以
外

の
こ
と
に
お
い
て
も
、
緑
の

オ
ー
ナ
ー
制
度
に
対
す
る
質
問

や
、
「
針
葉
樹
の
人
工
林
を
広

葉
樹
に
転
換
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
も
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
国
有
林
や
森
林
・
林

業
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
四
日
、
横
浜
新
町
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
よ
り
依
頼

さ
れ
、
高
知
市
立
横
浜
新
町
小

学
校
に
お
い
て
、
樹
木
学
習
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
集
合
開
始
直
前
ま
で

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
開
始

 

樹
木
教
室

　『
学
校
の
樹
木
へ
名
札
を
付
け
よ
う
』

〈
技
術
普
及
課
〉

と
同
時
に
雨
も
上
が
り
、
小
学

生
親
子
な
ど
三
五
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
は
、

学
校
に
あ
る
樹
木
の
名
前
を

知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る

勉強会に参加した国有林モニターの皆様
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樹
木
の
役
割
を
家
族
や
地
域
の

方
々
と
楽
し
く
学
ぼ
う
。
と
い

う
も
の
で
、
三
年
ぶ
り
二
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
職
員
が
事
前
に
準
備

し
た
樹
木
の
葉
を
見
せ
て
、
そ

の
形
状
や
、
広
葉
樹
・
針
葉
樹

の
特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て

校
内
に
あ
る
二
十
種
の
樹
木
の

特
徴
や
、
名
前
の
由
来
な
ど
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
暑
い
中
真
剣
に
話

を
聞
き
、
葉
を
触
っ
て
じ
っ
く

り
観
察
し
た
り
、
種
子
を
探
し

た
り
し
な
が
ら
メ
モ
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。

　

次
に
、
樹
木
名
札
の
作
成
に

移
り
、
参
加
者
が
気
に
入
っ
た

木
と
自
分
の
名
前
を
ヒ
ノ
キ
を

輪
切
り
に
し
た
プ
レ
ー
ト
に
書

き
、
き
れ
い
に
縁
取
り
を
し
た

り
、
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
く

な
ど
し
て
、
個
性
豊
か
に
仕
上

げ
、
自
ら
の
手
で
樹
木
名
札
を

取
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。
選

ば
れ
た
木
は
「
僕
の
・
私
の
木
」

と
な
り
、
よ
り
存
在
感
が
増
し

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も

達
か
ら
は
、
「
木
の
名
前
を
た

く
さ
ん
知
れ
て
よ
か
っ
た
。
」

「
葉
っ
ぱ
の
違
い
が
学
べ
て
、

す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。
」
と

汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
笑
顔
で
意

見
が
で
ま
し
た
。

　

今
回
、
樹
木
名
札
を
付
け
た

木
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
夏

休
み
の
思
い
出
に
な
る
と
共
に

二
十
年
・
三
十
年
後
も
大
切
な

木
で
あ
る
よ
う
願
い
つ
つ
イ
ベ

ン
ト
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
五
日
に
森
と
湖
に
親

し
む
旬
間
の
取
組
と
し
て
、
石

手
川
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
委
員
会
や
愛
媛
県
、
松
山

河
川
国
道
事
務
所
、
松
山
市
、

愛
媛
森
林
管
理
署
の
主
催
の
も

と
、
松
山
市
玉
谷
町
の
せ
せ
ら

ぎ
公
園
に
お
い
て
「
自
然
と
遊

ぼ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
開
催
さ
れ
、
小

学
生
三
六
名
、
未
児
童
二
一
名

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
川
畑
署
長
を
含
む

主
催
者
代
表
の
挨
拶
の
後
、
東

雲
女
子
大
学
名
誉
教
授
と
愛
媛

大
学
教
授
に
よ
る
昆
虫
観
察
が

行
わ
れ
、
公
園
の
周
辺
に
い
る

昆
虫
や
水
中
生
物
の
数
々
に
子

供
た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
森
林
の
話
と
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
森
林

の
話
に
つ
い
て
は
、
国
有
林
等

の
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
普
段
聞
け
な

手
作
り
の
樹
木
名
札

樹
木
学
習

 

森
林
教
室

  

「
自
然
と
遊
ぼ
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」
の
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉


